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ご購入ありがとうございます 

ＬＡＮ・デ・ブート  ＲＰＣ６０００Ｌをご購入いただき誠にありがとうございます。 

ＬＡＮ・デ・ブート ＲＰＣ６０００はネットワーク経由で制御／管理をする電源制御装置です。8

個の100VAC電源を個別に制御／管理でき、またケーブル接続された無停電電源装置をネットワー

ク経由で管理することもできます。デ・ブートが皆様の所有されるネットワークシステムにおいて、

有効かつ有用なツールとして機能することを願っております。 

 

このマニュアルを必ずお読みください。 

本書はセットアップ手順と、操作、設置、安全の確保などのための手順が記載されています。ご使用

の前に、必ず本書をお読みください。お読み終わった後も大切に保管してください。 

 

付属品一覧 

本製品には次の付属品が同梱されています。必ずご確認ください。    

 

１. ユザーズ・マニュアル（本書）  ・・・・・・・・・・・・・・・１部 

２. ラック取り付け金具及び取り付けネジ  ・・・・・・・・・・・・・1Set 

３. CD-ROM     ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１枚 

   （内 容）  ・ユーザーズ・マニュアル（PDF ファイル） 

          ・ユーティリティソフト・インストールファイル 

          ・Acrobat Reader インストールファイル 

          ・プライベートMIB ファイル 

４. 保証書 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１部 

５. RS232C（クロス）ケーブル  ・・・・・・・・・・・・・・・・1本 

６. 2P/3P 変換コネクタ    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1個 

7. シャットダウンケーブル（XH-9609）・・・・・・・・・・・・・1本 
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安全上のご注意
 

 

 

この取扱説明書での表示では、本装置を安全に正しくお使いいただくために、いろいろな絵表示をし

ています。その表示と意味は以下のようになっています。本文をよくお読みいただき、内容をよくご

理解の上、正しくご使用ください。 

   

 

注意喚起シンボルとシグナル表示の例 

  

 

   

 

 

警告 誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う 可能性が想定される内容を示しています。
 

誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定

される内容、及び物的損害＊の発生が想定される内容を

示しています。
 

注意 

              ※物的損害とは家屋家財および家畜ペットにかかわる拡大損害を示します。 

 

  図記号の例 

   

  

    

は、禁止（してはいけないこと）を示します。 

具体的な禁止内容は  の中や近くに絵や文章で示します。 

左図の場合は「分解・改造の禁止」を示します。 
 

 分解・改造禁止 

 

●は、強制（必ずすること）を示します。 

具体的な強制内容は、●の中や近くに絵や文章で示します。

左図の場合は「差し込みプラグをコンセントから抜くこと」

を示します。 電源プラグを抜く 
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警告
 

 

 

 

 

 

●万一異常が発生したら、電源プラグをすぐに抜く！ 
 煙、変な音、においがするなど、異常状態のまま使用しないでください。火災

や感電の原因となります。このようなときは、すぐに電源プラグを抜いてお買

い上げの販売店や弊社にお問い合わせください。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●電源コードを大切に  
    コードに重いものを載せたり、熱器具に近づけたりしないでください。コードが
損傷し火災や感電、故障の原因となります。また、コードを 加工したり無理に
曲げたり引っ張ったりすることも、火災や感電の原因となるのでおやめくださ

い。コードが傷んだ場合はお買い上げの販売店、または弊社までご相談ください。 コードを乱暴に 
扱わない 

●極めて高い信頼性や安全性が必要とされる機器に接続しない 
本装置はパソコン及びパソコン周辺機器と接続する用途に設計されています。人

命に直接関わる医療機器などの極めて高い信頼性または安全性が必要とされる

機器には接続しないでください。  
パソコン機器専用 

 

●ＡＣ１００Ｖ（５０または６０Ｈｚ）以外の電源電圧では使用しない 
 表示された電源電圧（交流１００Ｖ）以外の電圧で使用しないでください。

特に１１０Ｖを越える電圧では製品を破壊するおそれがあり、火災の原因となり

ますので、絶対に接続しないでください。 
 交流１００Ｖ 

●本装置の電源アースあるいはＦＧ端子を接地する 
 本装置の電源プラグのアースあるいはＦＧ端子を接地してください。 
 感電や故障の原因となります。 

 アース接地 

●本装置背面のＡＣコンセントは１５Ａまで 
 本装置背面のＡＣコンセントは、供給できる容量の合計は最大で１５Ａです。 
 合計１５Ａを越えて使用しないでください。火災や故障の原因となります。 

 
最大容量１５Ａまで 

● たこ足配線をしない 
 本装置の電源は、家庭用電源コンセントから直接取ってください。 
本装置のＡＣコンセントに、電源用テーブルタップなどを接続して使用しな

いでください。火災や故障の原因となります。  
たこ足配線禁止 

電源プラグを抜く 
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●ぬれた手で本装置や電源プラグにさわらない 
    ぬれた手で本装置の操作を行なわないでください。ぬれた手で電源プラグを抜
いたり、差し込んだりしないでください。 感電の原因となることがあります。

 
ぬれた手でさわらない 

●異物を入れない 
    製品の通気孔などに、金属類や燃えやすいものが入ると、火災や感電の原因 
 となります。万一異物が入った場合はすぐに電源を切り、電源プラグをコン 
 セントから抜いて、お買い上げの販売店、または弊社までご相談ください。        
 

 
内部に異物を入れない 

 

●ヘアースプレーなどの可燃物を本装置の上や近くに置いたり、使用したりしない 
 スイッチの火花などで引火して火災の原因になることがあります。 

 可燃物禁止 

●本装置の上や近くに水などの液体を置かない 
 本装置に水などの液体が入った場合、火災，感電，故障などの原因になります。

 
液体を近くに置かない 

 

●雷が鳴り出したら製品や電源プラグに触れない  
    感電の原因となります。本装置には、落雷用保護回路がありますが、ＦＧ端子
を接地して、アースされた状態でないと十分な効果を発揮しませんのでご注意

ください。また、雷がひどい場合は、本装置の電源プラグをコンセントから抜

き、接続されているコネクタ類をすべて抜いて、雷がおさまるまで使用を控え

てください。 
 

雷のときは、触らない 

 

●製品を落したりして破損した場合は 
    そのまま使用すると火災や感電、故障の原因となります。電源プラグをコンセン
トから抜き、背面のコネクタをすべて抜いて、お買い上げの販売店、または弊社

までお問い合わせください。 

 

電源プラグを抜く 

●分解したり改造したりしない 
    内部には電圧の高い部分がありますので、カバーをはずして内部の部品に触った
り、製品を改造したりしないでください。火災や感電、故障の原因となります。

 分解・改造禁止 

 

警告
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注意
 

 

 

 

 

 

 

●電源プラグを抜くときは電源コードを引っ張らない 
    電源プラグを抜くときは必ずプラグを持って抜いてください。 
    コードを引っ張って抜くと傷がつき、火災や感電の原因となることがあります。  

コードを引っ張らない 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●通気孔をふさがない 
    製品には、内部の温度上昇を防ぐために通気孔が開けられています。壁際の設置
は、通気孔から５ｃｍ以上離してください。通気孔から５ｃｍ以内に、物などを

置かないでください。内部に熱がこもり、やけどや火災の原因となることがあり

ます。 
 

通気孔をふさがない 

●温度が高くなるところに置かない 
直射日光の当たるところや熱器具の近くなど、高温になるところに置かないでく

ださい。やけどや火災、故障の原因となることがあります。  
温度が高い場所禁止 

●湿気やほこりの多いところに置かない  
 湿気やほこりの多い場所や調理台、加湿器の近くなど、油煙や湯気があたるよ

うな場所に置かないでください。火災や感電の原因となることがあります。 
 

湿気・ほこり禁止 

●風通しの悪いところに置かない 
    製品を密閉された場所に置かないでください。熱がこもり、やけどや火災、故障
の原因となることがあります。  

風通しの悪い場所禁止 

 

●お手入れのときは 
本装置の本体が汚れた場合は、柔らかい布に水または中性洗剤を含ませ、よく絞

ってから軽く拭いてください（絶対に、電源プラグやコネクタなどの接続部をこ

の方法で拭かないでください）。薬品類（ベンジン・シンナーなど）は使わない

でください。変質・変色する場合があります。本体に接続されている電源プラグ

やコネクタなどの接続部のお手入れは、電源プラグやコネクタを抜いて、機器を

傷つけないよう軽く乾拭きしてください。いずれの場合も、必ず本装置の電源プ

ラグをコンセントから抜き、本装置に接続されている電源プラグやコネクタ類も

全て抜いてから行なってください。感電や故障の原因となることがあります。 

電源プラグを抜く 
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注意
 

 

 

 

 

 

●逆さまに設置しない 
 本装置の足を下にした以外の置き方はしないでください。また、布等でくるんだ

状態での使用もおやめください。特に、ビニールやゴム製品が接触している状態

での使用はおやめください。火災や故障の原因となることがあります。  
逆さま禁止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●データの保存について 
データの通信を行なう際には、あらかじめデータのバックアップを取るなどの処

置を行なってください。回線や本装置の障害によりデータを消失するおそれがあ

ります。 バックアップ 

●電源プラグとコンセントの定期点検を 
    電源プラグとコンセントは長時間つないだままでいると、ほこりやちりがたま
り、そのままの状態で使用を続けますと、火災や感電の原因となることがありま

す。定期的な清掃をし、接触不良などを点検してください。 
定期点検 

●不安定な場所やお子様の手の届く所には置かない  
ぐらついた台や本装置より面積が小さいものの上や傾いた所、また衝撃や振動の

加わる所など、不安定な場所やお子様の手の届く所に置かないでください。落ち

たり倒れたりしてけがや故障の原因となります。 
不安定な場所禁止 

 

●ラジオやテレビなどのすぐ近くに置かない  
 ラジオやテレビなどのすぐ近くに置きますと受信障害を与えることがあります。

●花びんやコップ、植木鉢、小さな金属物などを本装置の上に置かない 
内部に水や異物が入ると、火災や感電の原因となります。万一、水などが内部に

入ったときは、すぐに電源プラグをコンセントから抜いてください。 

 上にものを置かない 

ラジオ、テレビ 
の近く禁止 

●本装置は日本国内のみで使用 
国外での使用は、電源電圧などの問題により、本装置が故障することがあります。

国内のみ使用 

●踏み台にしない 
 本装置の上に乗らないでください。 
 倒れたりしてけがや故障の原因となることがあります。  

踏み台禁止 
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１．機能概要 

本機には以下の機能があります。 

 

1） 8 個の 100ＶＡＣ電源を個別に遠隔制御/管理 

・ハングアップしたＰＣ／サーバや通信機器の遠隔リブート 

・ＰＣ／サーバの個別シャットダウン 

 

2） 各デバイスへの遅延電源投入 

・本体電源投入時に、指定した順番、タイミングによる各デバイスの起動 

 

3） 無停電電源装置 (ＵＰＳ) 接続による電源管理 

・停電発生時、接続されたＰＣ／サーバのバックアップ処理 

・ＵＰＳ状態（バッテリや出力電源状態）のネットワーク管理 

 

4）  Ping による状態監視 

・異常を検知し、ホストへの通知や接続機器の自動リブート 

 

5） MAGICPACKET による起動 

・Wakeup on LAN対応デバイスのブートアップ 

 

 

２.  接続可能な無停電電源装置 (ＵＰＳ) 

1） シリアル通信式  無停電電源装置 (ＵＰＳ) 

・ＢＩＲＯＳ－ＦＮＤシリーズ 

・ＢＩＲＯＳ－ＦＮＸシリーズ 

      

2） 接点通信式  無停電電源装置 (ＵＰＳ) 

・ＷｉｎｄｏｗｓＮＴ標準ＵＰＳサービスに対応している必要があります。 

・バッテリ状態のモニタリングはできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 10



３．各部の名称と機能 

 

フロントパネル  

 

 

リアパネル  

 

 

 

 

 

 

① 10BASE-T LAN ケーブル（8ピン RJ45）を接続します。 

② DIP スイッチ 初期設定、本体設定に使用します。 

③ LED CPU の通信状態を表示します。 

④ COM1 初期設定用及び UPS 接続用通信ポートとして使用します。 

⑤ COM2 カスケード接続用通信ポートとして使用します。 

⑥ RESET スイッチ 出力電源に影響を与えずにCPUを初期化します。 

⑦ PILOT LED 本体に電源が投入されている場合に点灯します。 

⑧ OUTLET LED AC アウトレットの電源出力状態を表示します。 

⑨ FUSE ガラス管ヒューズ 15Aを使用します。 

⑩ 電源コード 商用電源、UPS などに接続します。 

⑪ シャットダウン I/F シャットダウンケーブル（別売）を接続します。 

⑫ AC アウトレット デバイスの電源コードを接続します。 
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４．ＤＩＰスイッチの設定 

 

 

注意  ＤＩＰスイッチを操作するときは、本体のACアウトレットから 

全デバイスを取り外してください。また設定終了後は、必ず本体 

の電源リセットをしてください。誤動作する恐れがあります。 

 

ＤＩＰスイッチの機能 （ＯＦＦは「上」、ＯＮは「下」を意味します。） 

NO. 状態 モード 

OFF UPS との接続（シリアル通信） 1 

ON UPS との接続〈接点信号〉 

OFF マスターユニット 

ON 

3 が上(OFF)の場合 

スレーブユニット 

OFF メンテナンスモード（初期設定） 

2 

ON 

3 が上(ON)の場合 

不使用 

OFF 運転モード 3 

ON メンテナンスモード（初期設定） 

4 不使用 常に上(OFF) 

 

 

ＤＩＰスイッチの設定 

  1  2  3  4 

OFF シリアル通信式UPS接続 

 ON 

■ 

 

■ 

 

■ 

 

■ 

 

OFF UPS 接続 

 ON 

■ 

 

■ 

 

■ 

 

■ 

 

OFF 

マスターユニット 

接点信号式UPS接続 

ON 

 

■ 

■ 

 

■ 

 

■ 

 

OFF スレーブユニット カスケード接続時 

ON 

■  

■ 

■ ■ 

OFF 初期設定時  

ON 

■ ■  

■ 

■ 
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5.  ＬＥＤ表示について 

本体には3種類のＬＥＤが装備されています。 

※ P.12「3. 各部の名称と機能」参照 

 

1）ＬＥＤ   

ＣＰＵの通信状態を表示します。 

 

NO. 用  途 状  態 表示 

1 不使用 点灯しません。 ― 

2 TCP/IP 通信状態 パケット受信時 

パケット未受信時 

点灯 

消灯 

3 シリアル通信状態 シリアルデータ送信時 

シリアルデータ受信時 

点灯 

消灯 

4 CPU 状態 正常運転時 点滅 

 

 

2）ＰＩＬＯＴ ＬＥＤ 

デ・ブート本体に電源投入されている場合に点灯します。 

 

3）ＯＵＴＬＥＴ ＬＥＤ 

ＡＣアウトレットの電源出力状態を表示します。 

 

ＯＮの場合  ： 点灯 

ＯＦＦの場合  ： 消灯 
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第 2章  

設置・取り付け 
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1.  デスクトップへの設置 

以下の手順で設置します。 

 

1）本体を設置場所に置きます。 

設置場所は、単相 100ＶＡＣ/15Ａ以上のコンセントに直接差し込める場所で、本体

背面にデバイスの電源プラグやコネクタが、差し込みやすい位置であることを確認し 

てください。 

2）本体前面の10ＢＡＳＥ－ＴにＬＡＮケーブルを接続します。 

3）本体の電源コードをコンセントに接続します。 

 

 

注意  必ずゴム脚を下にして設置してください。火災や故障の原因と 

なることがあります。 

 

２．ラックへの取り付け 

以下の手順でラックに取り付けます。 

 

1）ゴム脚を外します。 

2）本体に同梱のネジ8本でラック・マウント用金具を取り付けます。 

3）ラック・キャビネットに本機を取り付けます。 

4）本体前面10ＢＡＳＥ－ＴにＬＡＮケーブルを接続します。 

5）電源コードをコンセントに接続します。 
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第 3章  

初期設定 
 

 

 

 

 

 

 

 

初期設定は、付属の設定用ユー

ティリティ（Ｗｉｎｄｏｗｓ用）

を利用します。 
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1. ユーティリティによる設定 

 

設定用ユーティリティのインストール手順は添付CDのread me. textを参照してください。

設定用ＰＣと本機とは、付属（クロス）ケーブルで接続します。設定ユーティリティソフト

はＷｉｎｄｏｗｓＰＣ対応ソフトです。それ以外の端末から設定する場合は、コンソールプ

ログラムを利用して直接コマンド入力します。 

  

1）ユーティリティの起動 

 

① 本体前面のＤＩＰスイッチ.3をＯＮ（下）にします。 

 

② ユーティリティソフトを起動します。 

図①が表示されます。 

 
図①  

 

③ パスワード「ｍａｇｉｃ」（デフォルト値）を入力し、ＣＯＭポートを選択

して「接続」ボタンをクリックします。図②が表示されます。接続に失敗し

た場合は、本体前面のＲＥＳＥＴスイッチを押して、再度実行してください。 

図②  
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2）設定内容の入力 

 

① TCP/IP ネットワーク設定 

本機のネットワークに関する設定をします。 

・ＩＰアドレス  

・サブネット・マスク 

・デフォルトルート（ゲートウェイ） 

・同サブネット・マスク 

・ブロードキャストアドレス 

・ＨＴＴＰポート番号 

Ｗｅｂサーバにアクセスさせるポート番号を入力します。 

デフォルト値は「80」です  

 

② パスワード設定 

新しく設定するパスワードを２回入力し、「変更」ボタンをクリックします。 

新しいパスワードが登録されます。 

 

③ ＴＥＬＮＥＴ機能 

ＴＥＬＮＥＴサーバプログラムで電源制御する機能の有効化/無効化を設定します。 

 

3）変更内容の有効化 

 

画面右下にある「適用」ボタンをクリックし、内容を保存します。 

 

 

注意  「適用」ボタンのクリックを行わない場合、入力内容は反映され 

ません。ご注意ください。 

 

 

4）設定終了 

 

画面右下にある「終了」ボタンをクリックします。 

 

ＤＩＰスイッチ.3 をＯFF（上）に戻します。 

 

以上で初期設定は完了です。 
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2. ターミナルソフトによる設定 

            

1）接続 

次の手順に従いアクセスします。 

 

① 本体前面の COMポート 1 とターミナル端末のＣＯＭポートとを付属ケー

ブルで接続します。 

 

② ターミナルソフトを起動し、ＣＯＭポートを以下のとおりに設定します 

 

通信速度   ：  38400bps 

データビット ：  7 ビット 

パリティ   ：  なし 

ストップビット：  1 ビット 

 

③ ＤＩＰスイッチ．3を、ＯＮ（下）にします。設定プログラムが起動し、下図が表

示されます。 

 

SNMP Agent System Configuration Utility 

Password: 

 

 

 

④ パスワード（デフォルト値：magic）を入力し､〈ENTER〉キーを押すと、

プロンプト「＞」が表示されます。 

 

 

２） 設定内容の入力 

処理コマンド、設定コマンドにより設定の確認や変更をします。 

※詳しくはP22「3.コマンド一覧」参照 

 

設定例）ＩＰアドレス 

① 設定内容を取得します。 

 「ipAdEntAddr」と入力し、＜Enter＞キーを押します。 

現在のＩＰアドレスを応答します。 

他の設定コマンドについても同様です。 

>ipAdEntAddr <Enter> 

ipAdEntAddr=192..168.10.188 

> 
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② 設定内容を変更します。 

変更内容「ipAdEntAddr＝192.168.2.150」と入力し、＜Enter＞キー

を押します。変更が正常処理されると、新しい設定内容が表示されます。 

 

>ipAdEntAddr=192.168.2.150 <Enter> 

ipAdEntAddr=192.168.2.150 

>：w 

>FROM update 

 

 

3）設定内容の有効化 

変更内容を有効化します。 

「：ｗ」コマンドを入力し、＜Enter＞キーを押します。 

 

 

 

注意 設定変更後は、必ず「：ｗ」コマンドを実行してください。 

   コマンドがないと設定が反映されません。 

 

 

4）設定終了 

そのまま、ターミナルソフトを終了します。 

特別な処理は必要ありません。 
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3. コマンド一覧 

 

処理コマンド 

処理コマンド 内  容 

：ｒ 現在のメモリー内容を表示する 

：w 設定内容をメモリーに書き込む 

：ｅ エコーバックのON/OFF 切替え 

 

 

設定コマンド 

設定コマンド 内  容 

Password パスワードを変更します 

IpAdEntAddr 本体ＩＰアドレスを設定します 

IpAdEntNetMask 本体のサブネット・マスクを設定します 

IpRouteDest デフォルトルート（ゲートウェイ）を設定します 

IpRouteMask 
デフォルトルートのサブネット・マスクを設定し

ます 

IpAdEntBcastAddr ブロードキャストアドレスを設定します 

HttpPort 
Ｗｅｂプログラムが起動するＴＣＰポート番号を

設定します 
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第 4章  

機能設定 
 

 

 

 

 

 

 

 

機能設定は、Ｗｅｂコントロー

ルプログラムを利用して設定

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 22



1. ログイン 

 

1） Ｗｅｂブラウザを起動し、初期設定で本機に設定されたＩＰアドレスを指定し

てアクセスします。 

 

ＨＴＴＰポート番号「80」デフォルトの場合 

 http://192.168.10.10 

 

ＨＴＴＰポート番号「500」に設定した場合 

http://192.168.10.10：500 

   

 

2）トップメニューが表示されます。 

 

トップメニュー画面 

 

 

３）「設定メニュー」をクリックします。 
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４）設定メニュー画面が表示されます。 

 

設定メニュー画面 

 

 

5）設定する項目を選びクリックします。ログイン画面が表示されます。 

 

ログイン画面 

 

 

6）ユーザー名とパスワードを入力し、「ログイン」ボタンをクリックします。 

選んだ画面が表示されます。 

 

ユーザー名 ： admin （固定） 

パスワード ： magic （デフォルト値） 
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2. 機器の設定 

本機に接続されたデバイスの電源制御に関する設定をします。 

 

設定メニュー画面で、「機器の設定」をクリックします。 

機器の設定画面が表示されます。 

 

機器の設定画面 

 

 

1）機器名 

本機に名前をつけることができます。半角英数字２０文字以内で指定します。複数の本

機を一括管理する場合に便利です。 

 

2）OUTLET 設定 
 

①ＯｕｔｌｅｔＮａｍｅ（デバイス名称） 

各アウトレットに名前をつけ、接続されたデバイスを識別します。半角英数

字２０文字以内で指定できます。 

 

②Ｓｈｕｔｄｏｗｎ（電源出力停止遅延時間） 

各アウトレットの電源出力を停止する際の遅延時間を設定します。この設定

により、接続された機器を正常にシャットダウンしてから電源出力を停止で

きます。「 -1 」設定は、ルーターやハブなどの通信機器を接続する場合に

便利です。電源切断により、その後ネットワークへアクセスできなくなるケ

ースを回避します。この遅延時間は以下の処理を行う際に適用されます。 

・一斉電源ＯＦＦ処理 

・個別アウトレットの電源ＯＦＦ処理 

・停電時のバックアップ処理 
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設定可能値 ： -1 ～ 3600（秒） 

「 -1 」 

 

「 0 」 

「 1～3600 」 

： 

 

： 

： 

電源ＯＦＦ処理を使用不可にします。リブート処理 

のみ可能です。 

即座に電源出力を停止します。 

指定した時間遅延させた後、電源出力を停止します。 

 

③Ｒｅｂｏｏｔ（リブート時間） 

接続されたデバイスへの電源出力を停止してから開始するまでの時間を設

定します。この設定により、接続された任意のデバイスに最適なリブート時

間を確保できます。この遅延時間は以下の処理を行う際に適用されます。 

 

・個別アウトレットのリブート処理 

 

設定可能値 ： 8 ～ 3600（秒） 

 

④ＰｏｗｅｒＯｎ（電源出力開始遅延時間） 

本機に電源が投入された際、接続されたデバイスの電源出力を開始するまで

の時間を設定します。この設定により、接続されているデバイスを指定した

順番に、指定したタイミングで起動できます。 

なお、一斉電源ＯＮおよび一斉リブート処理時も、この設定に従い電源出力

を開始します。この遅延時間は以下の処理を行う際に適用されます。 

 

・本体電源投入時 

・一斉電源ＯＮ処理 

・一斉リブート処理 

 

設定可能値 ： -1 ～ 3600（秒）  

 

「 -1 」 

 

「 0 」 

「 1～3600 」 

： 

 

： 

： 

本体の電源投入時に、自動で電源出力を開始しません。 

一斉電源ＯＮ、一斉リブート処理の場合も同様です。 

即座に電源出力を開始します。 

指定した時間遅延させた後、電源出力を開始します。 
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3）共通設定 

 

① 再起動時間（一斉リブート時間） 

全アウトレットの接続デバイスを一斉リブートする際、電源出力を停止してから順次

電源出力を開始するまでの時間を設定します。この時間は以下の処理を行う際に適用

されます。 

 

・一斉リブート処理 

 

設定可能値  ： 8～300（秒） 

 

② 自動ログアウト時間 

Web コントロールプログラムから自動的にログアウトする時間を設定します。通信

状態にかかわらず、指定した時間が経過すると強制的にコネクションを切断します。 

 

設定可能値  ：  

デフォルト値 ： 600 

 

 

 

各項目設定後、「設定更新」ボタンをクリックします。 

 

 

 

注意  設定後は、必ず「設定更新」ボタンをクリックしてください。 

「設定更新」ボタンのクリックがないと設定が反映されません 

 

 

 

他の項目の機能設定をします。「設定メニュー」ボタンをクリックします。 

設定メニュー画面に戻ります。 

 

機能設定を終了する場合は、ログアウトします。 

※詳しくはP.37「7. ログアウト」参照 
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3. ネットワーク設定 

本機のネットワークに関する設定をします。 

 

設定メニュー画面で、「ネットワーク設定」をクリックします。 

ネットワーク設定画面が表示されます。 

 

ネットワーク設定画面 

 

 

 

 

1）共通設定 

ＩＰアドレス、サブネット・マスク、デフォルトゲートウェイ、デフォルトゲ

ートウェイネットマスクを設定します。各項目入力後、本体前面の RESET ス

イッチを押して本機をリセットします。 

 

 

注意  設定後は、必ず本体前面の RESET スイッチを押してください。 

本機のリセットをしないと設定が反映されません。 
 

 

2）システム情報設定 

システム情報、システム名称、システムの設置場所、連絡先の設定です。シス

テム管理上必要があれば設定します 
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3）ＳＮＭＰ設定 

ＳＮＭＰマネージャーを利用してシステム管理をする場合に、ＳＮＭＰ設定が

必要です。 

 

①コミュニティ名 

ＳＥＴ、ＧＥＴ、ＴＲＡＰそれぞれを設定します。 

 

②Ａｕｔｈｅｎ Ｔｒａｐ機能 

 

デフォルト ： 無効 

authentication Failure Trap を送信したい場合に有効とします。  

 

③ＴＲＡＰ通知先 

最大８個のホストをトラップ通知先として設定できます。ホストのＩＰアドレスを

入力します。 

 

 

 

各項目設定後、「設定更新」ボタンをクリックします。 

 

 

 

注意  設定後は、必ず「設定更新」ボタンをクリックしてください。 

「設定更新」ボタンのクリックがないと設定が反映されません 

 

 

 

他の項目の機能設定をします。「設定メニュー」ボタンをクリックします。 

設定メニュー画面に戻ります。 

 

機能設定を終了する場合は、ログアウトします。 

※詳しくはP.37「7. ログアウト」参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 29



4. セキュリティの設定 

本機のセキュリティに関する設定をします。 

 

設定メニュー画面で、「セキュリティの設定」をクリックします。 

セキュリティ設定画面が表示されます。 

 

セキュリティ設定画面 

 

セキュリティ設定.1 は本機のアウトレット.1 に接続されたデバイスを示します。 

以下、２～１６まで同様となります。 

 

 

1）セキュリティ制御 

有効、無効を選択します。 

 

有効：アクセス、操作を制限します。 

無効：ユーザー名やパスワードが一致すれば全ての操作を無条件に許可します。 

 

2）セキュリティ設定 

セキュリティ制御を有効にした場合、アクセスを許可するホストまたはネット

ワーク（最大８個）や、操作できる権限レベルを設定します。 

 

①ＩＰアドレス 

アクセスを許可するホストまたはネットワークのアドレスを入力します。 
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②サブネット・マスク 

ネットワークアドレスを設定する場合にのみ必要です。ホストアドレスの場

合は、設定しないでください。サブネット・マスクはビット数を入力します。 

 

例）   

255 . 255 . 255 . 0 の場合は 「24」  

255 . 255 . 255 . 192 の場合は「26」 とします。 

 

③レベル 

セキュリティ制御を有効にした場合、アクセスを許可した各ホストまたはネ

ットワークに対し、操作できる権限レベルを設定します。 

 

権限レベルは以下の３段階です。 

 

ｉｄｅｎｔ 

ｃｏｎｔｒｏｌ 

ａｄｍｉｎ 

： 

： 

： 

情報の取得のみ 

「ＵＰＳの設定変更」を除く全ての権限 

全ての権限 

      

設定例） 

 

ホストの場合 

 

 

 

ネットワークの場合 

ＩＰアドレス 

サブネット 

レベル 

 

ＩＰアドレス 

サブネット 

レベル 

： 

： 

： 

 

： 

： 

： 

110 . 200 . 15 . 10 

（空欄、入力不可） 

ａｄｍｉｎ 

 

110 . 200 .15 . 64 

26 ( 255 . 255 . 255 . 192 )  

ｃｏｎｔｒｏｌ 

 

 

各項目設定後、「設定更新」ボタンをクリックします。 

 

 

注意 設定後は 、必ず「設定更新」ボタンをクリックしてください。 

「設定更新」ボタンのクリックがないと設定が反映されません。 

現在接続中のホストが、設定上「アクセス許可」されていない場合、 

強制的にログアウトされ、アクセスできなくなります。 

 

他の項目の機能設定をします。「設定メニュー」ボタンをクリックします。 

設定メニュー画面に戻ります。 

 

機能設定を終了する場合は、ログアウトします。 

※詳しくはP.37「7. ログアウト」参照 
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5. 監視設定 

本機に接続されたデバイスの状態監視機能の設定をします。 

 

設定メニュー画面で、「監視設定」をクリックします。 

監視設定画面が表示されます。 

 

監視設定画面 

 

監視設定.1 は本機のアウトレット.1 に接続されたデバイスを示します。 

以下、２～１６まで同様となります。 

 

 

1）監視機能について 

監視設定されたデバイスに対し、１分間隔で ping を送信し続けます。指定さ

れた回数デバイスからの応答がない場合に異常と判断し、設定された処理

（Action）を実行します。 

 

2）監視設定 

 

①ＩＰアドレス        

監視設定したいデバイス欄にそのＩＰアドレスを入力します。入力されたアドレスに

対して、状態確認のping を送信します。   

 

② 回数 

状態異常を判定する回数を設定します。１分間隔で状態確認（ping）を行い、指定

された回数応答が無い場合に異常と判定します。 
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③ Action 

異常を検出した場合に行う処理を、以下のうちから設定します。 

 

noAction 

sendTrap 

reset 

sendTrap  and  reset 

： 

： 

： 

： 

何も処理をしない 

ＳＮＭＰトラップを送信する 

デバイスをリブート（電源リセット）する 

ＳＮＭＰトラップ送信とリブートを両方行う 

 

 

各項目設定後、「設定更新」ボタンをクリックします。 

 

 

 

注意  設定後は、必ず「設定更新」ボタンをクリックしてください。 

「設定更新」ボタンのクリックがないと設定が反映されません 

 

 

 

他の項目の機能設定をします。「設定メニュー」ボタンをクリックします。 

設定メニュー画面に戻ります。 

 

機能設定を終了する場合は、ログアウトします。 

※詳しくはP.37「7. ログアウト」参照 
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6. WakeUp 設定 

本機に接続されたデバイスのWakeup on LAN に関する設定をします。 

 

設定メニュー画面で、「Wakeup 設定」をクリックします。 

Wakeup 設定画面が表示されます。 

 

Wakeup 設定画面 

 

 

 

① Wakeup 機能について 

Wakeup on LAN 対応の機器を電源出力開始と同時にMAGIC PACKET を送信

し、ブートアップさせることができます。 

 

2）Wakeup 設定 

 

① Mac アドレス 

ブートアップさせるデバイスのＭＡＣアドレスを入力します。 

 

② パケット送信回数、パケット送信間隔 

MAGIC PACKET の送信回数と、送信間隔（秒）を設定します。 
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各項目設定後、「設定更新」ボタンをクリックします。 

 

 

 

注意  設定後は、必ず「設定更新」ボタンをクリックしてください。 

「設定更新」ボタンのクリックがないと設定が反映されません 

 

 

 

他の項目の機能設定をします。「設定メニュー」ボタンをクリックします。 

設定メニュー画面に戻ります。 

 

機能設定を終了する場合は、ログアウトします。 

※詳しくはP.37「7. ログアウト」参照 
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7. ログアウト 

 

全ての設定が終了し、Ｗｅｂブラウザを閉じる前にログアウト処理をします。 

   

ログアウト処理 

各画面の下部に「ログアウト」ボタンがあります。ボタンをクリックします。Ｗｅｂコントロ

ールプログラムからログアウトします。 画面はトップページに戻ります。Ｗｅｂブラウザを閉

じます。 

 

 

 

注意  必ずログアウト処理をしてください。ログアウト未処理のままＷｅｂブラウザ 

をとじた場合、一定時間、本機にアクセスできなくなります。この場合の一定 

時間とは、設定されている「自動ログアウト時間」を指します。 
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第 5章  

デバイスの制御 
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1.Ｗｅｂブラウザによる制御 

 

1）ログイン 

 

① Ｗｅｂブラウザを起動し、本機に設定されたＩＰアドレスを指定して接続します。 

 

例） 

http：//192.168.10.10 （ HTTＰポート番号がデフォルト「80」の場合 ） 

http：//192.168.10.10:500（ HTTＰポート番号「500」に設定した場合 ） 

HTTP ポート番号は設定ユーティリティで指定します。 

 

② トップメニューが表示されます。 

 

トップメニュー画面 

 

 

③ 「機器の電源制御」をクリックします。 

 

④ ログイン画面が表示されます。 

ユーザー名とパスワードを入力して、ログインします。 

 

ログイン画面 
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2）デバイスの制御 

本機の電源出力制御および電源出力状態取得、またＵＰＳの出力停止制御ができます。 

 

電源制御画面 

 

 

① 制御するデバイスの操作ボタンをクリックします。 

  

各操作ボタンの動作 

ＯＮ 

ＯＦＦ 

ＲＥＳＥＴ 

： 

： 

： 

指定したアウトレットの電源出力を開始します。 

指定したアウトレットの電源出力を停止します。 

指定したアウトレット接続デバイスをリブートします。 

 

 

②「最新情報に更新」ボタンをクリックします。  

操作後の各アウトレットの電源状態を表示されます。 

 

3）ログアウト 

「ログアウト」ボタンをクリックします。 

 

 

注意  必ずログアウト処理をしてください。ログアウト未処理のまま 

Ｗｅｂブラウザをとじた場合、一定時間他のホストから本機に 

アクセスできなくなります。この場合の一定時間とは、本機に 

設定されている「自動ログアウト時間」を指します。 
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2. t e lne t 接続による制御 

 

本機はｔｅｌｎｅｔサーバプログラムへ接続して、遠隔からの電源制御および状態取得がで

きます。なお、ｔｅｌｎｅｔサーバプログラムに接続するＴＣＰポート番号は「8000」で

す。 

 

 

注意  ポート番号を指定しないとアクセスできません 

 

1）ｔｅｌｎｅｔサーバプログラムへの接続 

 

①「 ｔｅｌｎｅｔ＿“本機のＩＰアドレス”＿８０００（TCPポート番号：固定） 」 

を入力します。 

 

② プログラムが起動し、下図のとおり表示されます。 

220 xxx.xxx.xxx.xxx RCON server （Alfatech v1.0） ready 

 

 

 

2）制御コマンドラインの入力 

制御コマンドラインを入力し、< ＥＮＴＥＲ >キーで実行します。 

コマンドは全て大文字アルファベットで入力し、指定します。 

 

制御コマンドライン構成 

 

＊○○○○○○○○＃××××ｎ  

   

○○○○○○○○ 

×××× 

ｎ 

： 

： 

： 

パスワード（ 最大１６文字 ） 

制御コマンド 

アウトレット番号 1～8 

（カスケード接続時：1～16） 

 

例）アウトレット5番をリブートします。 

（パスワードは １２３４１２３４ とする）  

 

＊１２３４１２３４＃ＰＯＲ５ 

 

3）ログアウト 

終了コマンド「ＥＸＩＴ」を入力し、< ＥＮＴＥＲ >キーで実行します。 
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3. コマンドライン一覧 

 

 

ＭＰＯＮ 

ＭＰＯＦ 

ＭＰＯＲ 

ＰＯＮｎ 

 

ＰＯＦｎ 

 

ＰＯＲｎ 

 

ＰＯＳ 

 

ＥＸＩＴ 

… 

… 

… 

… 

 

… 

 

… 

 

… 

 

… 

全アウトレットの電源出力開始 

全アウトレットの電源出力停止 

全アウトレットのリブート（電源リセット） 

指定したアウトレットの電源出力開始 

ｎ＝1～16 

指定したアウトレットの電源出力停止 

ｎ＝1～16 

指定したアウトレットのリブート（電源リセット） 

ｎ＝1～16 

全アウトレットの電源状態取得 

ＯＮ：「1」、ＯＦＦ：「０」 

ｔｅｌｎｅｔサーバプログラムの終了 
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第 6章  

シャットダウン 
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1. シャットダウンについて 

この機能により、接続された機器を正常にシャットダウンしてから電源出力を停止

できます。シャットダウン機能を利用して、コンピュータの管理や遠隔地からのリモート

通信などが容易にできるようになります。 

 

2. 接続 

付属のシャットダウン・ケーブル(XH-9609)で、本機とパソコンを接続します。パソコン

の電源ケーブルも本機に接続します。シャットダウンI/F番号とアウトレット番号は合わせ

てください。 

 

シャットダウン・ケーブル(XH-9609)の信号仕様は、以下の通りです。 

イベント発生時は、負から正へ変化します。 

 

CD：電源供給停止信号 

CS：シャットダウン信号 

 

 

注意  シャットダウン・ケーブルは本機とパソコン間のシャット

ダウン以外に使用しないでください。誤った使用をします

と「接続した機器の故障」、「接続した機器の発火」などの

原因となることがあります。 

 

 

 

3. 本機の設定 

Ｗｅｂコントロールプログラムを利用して設定します。 

P25.「第 4章機能設定 2.機能設定」参照 

 

4. パソコンの設定 

パソコンのシャットダウンに必要な設定は、必ずOSのマニュアルを参照してください。 

 

 

 

注意  接続されたパソコンのデーターは、定期的にバックアップ

を取ってください。 
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第 7章  

カスケード接続 
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1. カスケード接続について 

 

2 台のデ・ブートを付属（クロス）ケーブルでカスケード接続できます。カスケード接続

により、1つのＩＰアドレスで最大16個の電源出力を遠隔制御できます。また、1台の

ＵＰＳで最大16台（合計3000W以内）のサーバや通信機器をバックアップ処理ができ

るようになります。 

 

 

注意  初期設定、機能設定は、全てマスターユニットに設定します。 

スレーブユニットのそれらの設定は不要です。 

 

参考 マスターユニット：上位接続（ＬＡＮ接続）ユニットを指します 

           スレーブユニット：下位接続ユニットを指します 

 

接続図 

 

   

マスターユニット 

スレーブユニット 
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2. 本機同士の接続 

1） 本機の電源を切断します。 

2） マスターユニット、スレーブユニットの本体前面ＤＩＰスイッチを設定します。 

 

基本設定 

 1 2 3 4 

OFF ■ ■ ■ ■ マスターユニット 

ON     

OFF ■  ■ ■ スレーブユニット 

ON  ■   

※詳しくはP13「第1章-1．ＤＩＰスイッチの設定」参照 

 

3） スターユニットとスレーブユニットを付属のRS232Cケーブルで接続します。 

4） 両ユニットに電源を投入します。 

 

3. 設定 

初期設定、機能設定は、全てマスターユニットに設定します。初期設定の手順や内容は、

P17 「第3章 初期設定」を参照してください。 

 

1） Webブラウザによる機能設定 

下記設定にスレーブユニットの項目が追加されています。ログインして設定します。 

設定手順や内容は、P23 「第4章 機能設定」を参照してください。 

 

① 機器の設定 

② 監視設定 

③ WakeUp 設定 

 

4. デバイスの制御 

デバイスの制御は、全てマスターユニットから制御します。 

 

1） Web ブラウザによる制御 

「電源制御コントロール」メニューにスレーブユニットの項目が追加されています。 

ログインして制御します。 

制御手順や内容は, P39 「第5章-1. Webブラウザによる制御」を参照してください。 

 

2） telnet による制御 

コマンドライン末尾のアウトレット番号は1から16まで入力できます。 

制御手順や内容は,P41「第5章-2. telnet による制御」を参照してください。 
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第 8章  

無停電電源装置

（UPS）との連携 
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1. 本機と無停電電源装置（ＵＰＳ）の接続 

本機とＵＰＳを以下の手順で接続します。 

 

1）UＰＳとデ・ブートとを専用通信ケーブルで接続します。 

専用通信ケーブルは弊社もしくは各ＵＰＳメーカーにご相談ください。 

2）本体前面ＤＩＰスイッチを設定します。 

※P13「第1章-1．ＤＩＰスイッチの設定」参照 

3）デ・ブートの電源コードをＵＰＳのＡＣアウトレットに接続します。 

4）ＵＰＳの電源出力を開始します。 

 

2.  Webブラウザによる設定 

 

1）ログイン 

※P24 「第4章-1. ログイン」参照 

① Webブラウザから本機に接続します。 

② トップメニュー画面で「設定メニュー」を選択します。 

③ ログイン画面が表示されます。 

ユーザー名とパスワードを入力し、「ログイン」ボタンをクリックします。 

④ 設定メニュー画面で「ＵＰＳ設定」を選択します。 

⑤ ＵＰＳ設定画面が表示されます。 

 

ＵＰＳ設定画面 
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2）ＵＰＳの設定 

 

① ＵＰＳ名称 

ＵＰＳの名称を設定します。半角英数字で最大２０文字まで指定できます。 

 

② 接続機器 

ＵＰＳに接続している機器の名称を設定します。半角英数字で最大２０文字まで指

定できます。 

 

③ ＵＰＳモニタ時間間隔  

ＵＰＳのバッテリ状態、入出力電圧状態などをモニタリングする間隔を設定します。 

 

設定可能値  ：  0、10～60（秒） 

デフォルト値 ： 10 

 

④ シャットダウン開始待機時間 （停電確認時間） 

電源障害発生後、電源障害の解消を待つ時間を設定します。設定された時間が経過

すると、本機は停電状態と認識し、バックアップ処理を開始します。設定された時

間内に電源障害を検知した場合には、通常状態に戻ります。 

 

設定可能時間 ： -1～300（秒） 

デフォルト値 ：   120 

 

「 -1 」 

「 0 」 

「 1～300 」 

： 

： 

： 

自動でシャットダウンを開始しません。 

即座にシャットダウンを開始します。 

指定した時間後、シャットダウンを開始します。 

 

 

⑤ 自動停止機能 （ＵＰＳ出力停止機能）  

停電時に、全デバイスのバックアップ処理を行った後、ＵＰＳの出力停止を自動的

に行う機能です。ＵＰＳの過放電を回避するため、基本的には本機能は有効にして

ください。ただし、使用するＵＰＳが、出力停止をし、復電後に自動的に電源出力

を開始しない仕様である場合は、本機能を無効にしてください。 

 

デフォルト ： 有効 

 

⑥ 停電検知レベル、ローバッテリ検知レベル、シャットダウン信号レベル 

接点式ＵＰＳを接続する場合、ＵＰＳの接点信号レベルを設定します。 

使用するＵＰＳの説明書を確認して、上記３種類の設定をしてください。 

 

 

 

 

 49



3）ログアウト 

 

設定が終了し、Ｗｅｂブラウザを閉じる前にログアウト処理をします。 

   

ログアウト処理 

画面の下部に「ログアウト」ボタンがあります。ボタンをクリックします。Ｗｅｂコン

トロールプログラムからログアウトします。 画面はトップページに戻ります。 

 

 

注意  必ずログアウト処理をしてください。ログアウト未処理のまま 

Ｗｅｂブラウザをとじた場合、一定時間他のホストから本機に 

アクセスできなくなります。この場合の一定時間とは、本機に 

設定されている「自動ログアウト時間」を指します。 

 

3. UPS の管理 

トップメニュー画面から「ＵＰＳ管理」を選択します。ＵＰＳ管理画面が表示されます。

この画面では、本機に接続されたＵＰＳの状態を確認することができます。 

 

ＵＰＳの管理画面 

 

 

「設定更新」ボタンをクリックするとＵＰＳの最新情報を取得し表示します。  

 

操作終了後は、画面下部のボタン「ログアウト」又は「トップメニュー」をクリックし

ます。Ｗｅｂコントロールプログラムを終了する場合は、必ず「ログアウト」してくだ

さい。 

 

 50



第 

第 9章  

システム情報一覧 
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１. システム情報について 

 

本機に設定された各項目の概要情報を一覧で確認できます。 

 

情報項目 

・ システムに関する情報 

・ ネットワークに関する基本情報 

・ Outlet に関する情報 

・ UPS に関する情報 

・ セキュリティに関する情報 

・ SNMP に関する情報 

・ その他の情報 

 

1） トップメニュー画面で「システム情報を表示」をクリックします。 

 

2） ログインします。 

 

3） システム情報画面が表示されます。 

 

システム情報画面 

 

 

 

終了は、画面下部のボタン「ログアウト」又は「トップメニュー」をクリックします。 

Webコントロールプログラムを終了する場合は、必ず「ログアウト」してください。   
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第 

第 10章  

SNMPの使用 
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1. SNMPについて 

 
本機はＳＮＭＰエージェント機能を装備しています。ＳＮＭＰマネージャーを利用して、ネット

ワークシステムの電源管理、電源制御を統合的に行うことができます。 

 

 

2. ＭＩＢについて    

本機及び本機に接続するＵＰＳを管理するためのプライベートＭＩＢを準備しています。  

 

付属ＣＤ－ＲＯＭ内 本機-ＭＩＢ（ｍｉｂファイル） 

 

プライベートＭＩＢファイルをＮＭＳにロード・コンパイルすることにより、本機及び接続

されたＵＰＳの管理をＮＭＳ上で行うことができます。 

 

 

注意    ＭＩＢのロード・コンパイル使用方法についての詳細は、ご利用される 

ＮＭＳのマニュアルを参照してください。 
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第 

第 11章  

ハードウエア仕様 
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■一覧表 
 DIX Ethernet Version2.0 

 ICMP, IP, UDP, BBTP, DHCP, SNMP 

LAN通信仕様 

 ECP, FTP, TELNET. HTTP 

 SNMPマネージャー 

 Webブラウザ 

通信仕様 

LAN制御方法 

 Telnet 

 電源ON 

 電源OFF 

 リブート 

電源制御／管理 

 電源状態取得 

 電源ON遅延時間 

 電源OＦＦ遅延時間（シャットダウン時間） 

遅延時間設定 

 リブート時間 

 Ethernetコンバータ機能 ＵＰＳ連携 

 停電時連動機能 

 あり：接点信号 

 電源障害信号出力 

 ローバッテリ信号出力 

シャットダウン機能 

 出力停止信号入力 

カスケード接続機能  あり（合計2台：アウトレット16個） 

 ping送信 

 通報機能：SNMPトラップ 

状態監視 

 自動電源リセット 

機能 

WOL対応機能  あり：MAGIC PACKET送信 

 10Base-T×1（形式はIEEE 802.3に準拠） 

 RS-232C×2(Dsub9ピンオス） 

インターフェース 

 RJ11×8 

最大制御出力  100VAC 15A 

消費電力  最大7.5W 

外形寸法  445(W)×43.4(H)×200(D)mm 

重量  4.3ｋｇ 

 温度 5～40℃ 使用環境 

 湿度 20～85％（ただし結露なきこと） 

ハード仕様 

仕様電源  AC100V±10%(50/60Hz) 
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ご注意 
                                                     

（1） 本書および製品の内容の一部または全部を無断で複写、複製することは禁じます。 

（2） 本書および製品の内容については、将来予告なしに変更することがあります。 

（3） 本書および製品の内容については、万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や

誤り、記載漏れなどお気づきの点がありましたら、ご連絡ください。 

（4） 本製品を運用した結果の影響については、（3）項にかかわらず責任を負いかねますのでご

了承ください。 

（5） 本製品がお客様により不当に使用されたり、本書の内容に従わずに取り扱われたり、また

は弊社および弊社指定のもの以外の第三者により修理・変更されたこと等に起因して生じ

た障害などにつきましては、責任を負いかねますのでご了承ください。 

（6） 弊社指定以外のオプションを装着してトラブルが発生した場合には、責任を負いかねます

のでご了承ください。 

 

 

Windows95、Windows98、WindowsME、WindowsNT、Windows2000 は

Microsoft Corporation の登録商標です。その他、記載の会社名および製品名は、各

社の商標または登録商標です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＬＡＮ・デ・ブート    ＲＰＣ６０００Ｌ 

ユーザー・マニュアル      第 2.1版 

版権所有 明京電機株式会社 2002 年 4 月 

 

明京電機株式会社 

〒116-0012 東京都荒川区東尾久 4-27-2 

TEL (03)3810-5580     FAX (03)3810-5546 

URL : http://www.meikyo.co.jp 

E-mail: info@meikyo.co.jp 

 57

http://www.meikyo.co.jp/

	RPC6000L
	安全上のご注意
	目次
	第1章 はじめに
	1.機能概要
	2.接続可能な無停電電源装置
	3.各部の名称と機能
	4.DIPスイッチの設定
	5.LED表示について

	第2章 設置・取り付け
	1.デスクトップへの設置
	2.ラックへの取り付け

	第3章 初期設定
	1.ユーティリティによる設定
	2.ターミナルソフトによる設定
	3.コマンド一覧

	第4章 機能設定
	1.ログイン
	2.機器の設定
	3.ネットワークの設定
	4.セキュリティの設定
	5.監視設定
	6.WakeUp設定
	7.ログアウト

	第5章 デバイスの制御
	1.Webブラウザによる制御
	2.telnet接続による制御
	3.コマンドライン一覧

	第6章 シャットダウン
	1.シャットダウンについて
	2.接続
	3.本機の設定
	4.パソコンの設定

	第7章 カスケード接続
	1.カスケード接続について
	2.本機同士の接続
	3.設定
	4.デバイスの制御

	第8章 無停電電源装置との連携
	1.本機と無停電電源装置の接続
	2.Webブラウザによる設定
	3.UPSの管理

	第9章 システム情報一覧
	1.システム情報について

	第10章 SNMPの使用
	1.SNMPについて
	2.MIBについて

	第11章 ハードウエア仕様
	一覧表





